
• 学校や教員の文化・価値観と異なる民間企業等や大学等の多様な主体や人材を学校教

育や子どもの学びに活かすには、学校側の調整コストが大きくかかる。学校側の負担が

増大するこうした連携や調整を、現有の人員・体制で進めるのは困難である。

– 一部の特別な校長や教員の活躍事例を見て、他の多くの学校や教員に同様の取組や役割をそのまま求め

ることは、学校の多忙化や教員の疲弊につながるうえ、実際にはあまり機能しない。

• 次頁以降の調査研究等からは、民間企業や大学等との連絡調整は、コーディネート人材

が中心となって担い、学校の最大のリソースの一つである教員の時間を確保しながら、

学校（子ども・教員）と多様な主体が共にWin-Winとなる持続可能で質の高いコーディ

ネーションが求められていることが伺える。

• なお、民間企業や大学等と学校のコーディネート業務はボランティアではなく、仕事として

行える予算・制度の構築が必要である。また、コーディネート人材の育成及び質保証（認

定）としては、社会教育法等に基づく「社会教育士」の活用が考えられる。

– 社会教育士は、文科省により令和2年度から始まった、学びを通じて、人づくり・つながりづくり・地域づくりに

中核的な役割をはたす専門人材の称号であり、コーディネート能力やファシリテーション能力等を持ち企業や

NPO、行政、学校等での活躍が期待されている。

「人材」の確保・再配分に関する論点
企業や大学等の多様な主体がSTEAM教育や探究力育成に参画するために
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【参考１】コーディネーターの配置と必要性
全国都道府県教育長協議会平成31年3月 地域と学校の連携・協働におけるコーディネート機能の強化・充実より抜粋

都道府県立学校（高等学校、中等教育学校後期課程、特
別支援学校高等部）において、学校における教育や教育
環境をより魅力あるものとするため、学校内（生徒、教職
員、授業、部活動、学校行事等）と学校外（地域内外の教
育資源、行政、大学、NPO、メディアなど）をつなぎ、効果

的な学習活動を創出する役割を担うコーディネーター

※コーディネーターには、教職員、スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワーカーは含まない。

◆本調査におけるコーディネーターの捉え



【参考２】コーディネーターに期待する職務・活動内容
全国都道府県教育長協議会平成31年3月 地域と学校の連携・協働におけるコーディネート機能の強化・充実より抜粋



【参考３】コーディネーターの配置上の課題と行政の役割
全国都道府県教育長協議会平成31年3月 地域と学校の連携・協働におけるコーディネート機能の強化・充実より抜粋
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コーディネート人材の募集・採用に係る取組の充実

コーディネート機能の強化・充実に向けた方針・ビジョンの明確化

コーディネート人材の雇用に係る保証

コーディネート人材の養成・研修に係る取組の充実

コーディネート人材の職務環境・条件の整備

コーディネート人材の役割や求められる資質・能力の明確化

コーディネート人材の雇用にかかる制度面の条件整備

専門のコーディネート人材の雇用にかかる予算の充実

コーディネート機能の強化・充実に向けて必要な施策

0 10 20 30 40 50 60

コーディネーターの養成や研修機会が整っていない

学校や行政の受け入れ体制が不十分

役割に見合った処遇、環境、条件が整っていない

コーディネーターを担う人材がいない

コーディネーターの役割に対する理解が不十分

コーディネーターの職務が不明確

雇用等に係る経費負担が大きい

コーディネート人材を配置する上での課題

地域との協働による高等学校教育改革推進事業の採択校・アソシエイト校を対象に実施した、アンケート調査の結果
コーディネート人材を配置する上での課題としては、約65％の学校が「雇用にかかる経費負担」を選択。次いで、「コーディ
ネーターの職務が不明確」や「学校や行政におけるコーディネーターの役割に対する理解が不十分」を40%以上が選択。
地域と学校の連携・協働におけるコーディネート機能の強化・充実に向けて必要な施策については、課題と対応して、「専門
のコーディネート人材の雇用にかかる予算の充実」が約73％、「専門のコーディネート人材の雇用にかかる制度面の条件整
備」が約61％と圧倒的に多くなっている。

※3つまで選択可（上位選択肢を抜粋）

※特に必要だと考える3つを選択（上位選択肢を抜粋）

【参考４】コーディネート機能の強化・充実に向けて必要な施策
令和2年高校と地域をつなぐ人材の在り方に関する研究会第4回会議資料より抜粋



注）「地域学習」：「地域の課題の解決方法について考える」に「よくある」＋「時々ある」＝あり、「あまりない」＋「ほとんどない」＝なしに分類。
注）「コーディネート機能」：「地域の人や課題など、興味を持ったことに対してすぐに橋渡しをしてくれる大人がいる」に「あてはまる」＋「どちらかといえばあてはまる」＝あり、

「どちらかといえばあてはまらない」＋「あてはまらない」＝なしに分類。
注）「資質・能力合計点」：生徒の資質・能力に関する設問（26問、１（低評価）～４（高評価）の選択肢式）の合計点をz得点化（平均0、標準偏差1の得点に返還）し、0より大きい者

を「上位」と定義。
注）p<0.001

地域との協働による高等学校教育改革推進事業の採択校・アソシエイト校を対象に三菱UFJリサーチ＆コンサルティングが実施した、高校
魅力化評価システムのアンケートの結果を分析。
地域課題解決学習を行い、コーディネート機能がある(橋渡しをする大人がいる)場合が、最も生徒の資質・能力が上位に分布する割合が高
い。一方、地域課題解決学習を行っても、コーディネート機能がない場合、資質・能力が上位に分布する生徒の割合は、コーディネート機
能はあるが、地域課題解決学習を行わない場合より、低くなっている。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

地域学習「なし」×コーディネート機能「なし」

地域学習「なし」×コーディネート機能「あり」

地域学習「あり」×コーディネート機能「なし」

地域学習「あり」×コーディネート機能「あり」

地域学習の有無×コーディネート機能の有無×生徒の資質・能力（合計）

（ｎ=4,914）

（ｎ=6,586）

（ｎ=1,939）

（ｎ=7,690）

【参考５】コーディネート機能と探究的な学びと
生徒の資質・能力の関係

令和2年高校と地域をつなぐ人材の在り方に関する研究会第4回会議資料より抜粋
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【参考６】高校におけるコーディネート人材の配置の事例
島根県教育委員会「高校魅力化コーディネーターという仕事2020」より抜粋
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【参考７】オンラインを活用したコーディネート人材育成の事例
島根大学令和3年度「社会教育主事講習（地域教育魅力化コーディネーター育成コース）」パンフレットより抜粋
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